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　今回は、瓦屋根の施工基準に関する法律の改正を紹介します。
　地震や暴風雨があると、住宅の瓦屋根における被害が多くみられます。令和元年にあった房総
半島台風でも、瓦等に大きな被害が発生しました。国土交通省では、この時の台風被害を受けて
原因の分析と今後の対策についての検討を行い、調査、検証を経て、これまでの屋根ふき材に関
する基準が改正されました。（令和４年１月１日施行）
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瓦屋根の緊結方法に関する基準の改正



　下の写真は、平成２８年（２０１６年）熊本地震において、震
度７の地震を受けた後の瓦屋根の状況です。右側の屋根は、改正
前工法により施工したもので、瓦の脱落被害が多く見られます。
しかし、左側の屋根は、今回の改正された告示と同様の「瓦屋根
標準設計・施工ガイドライン（ガイドライン工法）」により施工
されたもので、瓦の脱落がほとんど見られません。
　このように、改正された告示基準の施工方法により大地震時で
も瓦を落下させないことができます。又、瓦は耐久性が高く、デ
ザイン性もあり、適切な施工方法により、安全で美しい瓦屋根の
建築物となります。
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瓦の留め付けによる脱落性の違い（熊本地震、熊本県西原村、一般財団法人 全日本瓦工事業連盟 撮影）

＜出典＞福島県沖を震源とする地震による建築物の瓦屋根等の被害　現地調査報告
（国土交通省　国土技術政策総合研究所　国立研究開発法人　建築研究所）

ガイドラインによる工法 旧工法

過去の被害から学ぶこと

　瓦屋根は適切な設計・施工方法により、耐震性・耐風性も確保される屋根ですが、改正前の
工法によると、地震や台風時に瓦が脱落・飛散することがあります。令和３年（２０２１年）
福島県沖地震（震度６強）において、被災地の宮城県山元町で住宅等の屋根の悉皆調査を実施
しています。ガイドライン工法の瓦屋根２７件に外観上の被害が確認されなかった一方、旧工
法の瓦屋根６２件のうち４８件に被害が確認され、被害率は７７％でした。このようにガイド
ラインに従って設計・施工された瓦屋根は耐震性が確認されています。
　又、予想される首都直下地震時には火災被害も想定されます。地震時に瓦が落下すると飛び
火による被害を受けやすくなります。このガイドライン工法の瓦として、火災被害の受けにく
い災害に強い住宅としましょう。
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